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題名「てんとうむし」の由来

事務用電話 042－769－8285 相談用電話 042－752－1658

モバイル青少相

　ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。
　領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひ
ざまずこうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、
そっと逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止
まりました。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。
　この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しまし
た。その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫
として、古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。

相談指導教室通室生の作品
＜小学生の作品＞

＜中学生の作品＞

てんとうむし
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　先日電車に乗ったときのことです。３歳ほどの女
の子を連れた母親が乗ってきました。向かい側の席
に座った母親の隣に靴を脱いで上がった女の子は、
窓の外を眺め、何かを見つけては母親に話しかけま
した。しかし、その母親は、返事もせず、顔も上げ
ずに黙々と携帯電話に向かっていました。返事をし
てくれない母親に話しかけるのをあきらめた女の子
は、また、窓の外を眺め始めました。そのうち、ま
た何かを見つけたらしく、窓の外を指さしながら母
親に話しかけました。それでも母親は、返事をしな
いばかりか、「よい子だから、静かにしてなさい」
と叱り、ひたすら携帯電話に向かっていました。こ
の女の子は「よい子」ではないのでしょうか。
　それでは、小学生や中学生の「よい子」とは、ど
んな子でしょう。多分、勉強やスポーツができて、
家の人の言うことも聞き、みんなに好かれるような
子を考えると思います。もちろん、こういう子はと
ても「よい子」です。しかし、小学校や中学校が集
団での学びの場であることを中心に考えると、次の
三つのことがしっかりできる子の姿が浮かびます。
　一つ目は､『よごさない』ということです。
　学校は、みんなで生活しています。教室、廊下、
昇降口、階段、校庭などを汚さないように心がけて
ほしいのです。とはいっても汚れてしまうもので
す。だから、みんなでそうじをするのです。
　二つ目は､『いじめない』ということです。
　人のいやがることを言ったり、しないことです。
自分がいやだなあと思うことは、人にはしないこと
です。まして、理由のない暴力や弱い者へのからか
いなどもってのほかです。また、人に対してだけで
なく、飼っている動物や校庭の樹木・草花も、いじ
めたりしないで大事に扱ってほしいものです。
　三つ目は､『こわさない』ということです。
　学校の机、椅子、図書、運動用具、そうじ用具な
どはみんなで使うものです。壊さないように大事に

使ってほしいのです。また、ものだけでなく、授業
や集会なども同じです。一人一人の学びのチャンス
をこわしてはいけません。
　『よごさない』『いじめない』『こわさない』この
三つができる子は、三つの言葉の頭文字をとって、
本当に「よい子」だと思います。
　さて、先ほどの女の子です。この子は大きな声を
出したわけでもなく、動き回るのでもなく、他の乗
客には一切迷惑はかけていません。なのに、この母
親にとっては､「よい子」ではないのです。なぜな
ら、自分の邪魔になるからです。
　つたない言葉ではあっても話しかければそれを笑
顔で受け止め、やさしく応えてくれるというコミュ
ニケーションの繰り返しが、人と人との信頼関係の
基盤になると思います。まして、何を見ても聞いて
も「なんで？｣「どうして？」と聞きたがるのが、
小学校低学年ぐらいまでの子どもです。子どもの話
に、「あ、そう｡｣「うん、きれいだね｡」などとう
なずくだけでもいいのです。この親子は、このよう
な貴重な機会を逸してしまったのであり、女の子に
してみれば、楽しく話したり聞いたりすることで、
いっそう親を信頼し、愛されていることを実感でき
る機会を失ってしまったことになります。
　親子間に限らず､「会話」を大切にしなければ信
頼関係は築けません。親や大人の言いなりになるの
が「よい子」ではありません。親や大人の都合で
「よい子」を求めることは、悪くすると子どもを追
い込むことになりかねません。電車で出会った親子
の姿から、子どもたちに「話をしっかり聞きなさ
い｡｣「しっかり話しなさい｡」と言うばかりではな
く、私たち大人がきちんと「聞く・話す」ことの模
範を示さなければとの思いを強くしました。

公立小学校長会

　　会 長 　木　 下　 泰　 雄　　

『よい子』 とは…会話を大切に
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どんな人がいるの？

どこにあるの？

＜待合室＞

＜プレイルーム＞

＜面接室＞

ＪＲ横浜線「相模原駅」下車
相模原駅南口発、バス５分。
「市役所前」又は「市民会館前」下車。
市民会館の隣り２階建ての建物が「青少年相談
センター」です。

青少年相談センター４つの相談室の紹介③
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セ ン タ ーシリーズ

青少年相談センターの４つの相談室の中
では最も多くのスタッフが、皆様の来室
をお待ちしております。

「いずみ｣ ＝小学生・｢銀河｣ ＝中学生
（小集団での学習やスポーツ、調理実習などの活
動を通して、学校への復帰や自立をめざしています｡）

青少年教育カウンセラー：２７名
スクールソーシャルワーカー：３名
相談指導教室スタッフ：１３名　
嘱託・街頭指導相談員等：１２名
所長・事務職員・指導主事：１０名

相談指導教室

面接室：１０部屋

プレイルーム：３部屋

（どの部屋も静かで落ち着いた雰囲気です。3つの
面接室には「箱庭」もあります｡）

正面玄関を入ってすぐ右手
が「銀河」の入り口です。

花壇には「いずみ」の児
童が植えたパンジーが
きれいに咲いています。

（広々としたプレイルームには、大きなトランポリンや
卓球台があり、子どもが伸び伸びと活動できます｡）

どんなところ？

●青少年相談センター
●相談指導教室「いずみ」「銀河」
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　子どもたちの健やかな成長のためには､「自分が大切な人間であること｣「自分は、人から必要とされている」と思える自己肯定感を持つことが、大切になってきます。しかし、平成19年度と平成23年度に相模原市の小・
中・高校生を対象に行った調査の結果、小・中・高校生とも、自己肯定感が低下傾向にあることがわかります。（図１）
　また、財団法人日本青少年研究所が、平成21年に中・高校生を対象に行った生活意識調査で､「自分はダメな人間だと思う」の質問に対して、米国14.2％、中国25.3％、韓国41.7％が「はい」と答えたのと比べて、日本の子
どもたちは、56％が「はい」と答えており、自分に対する評価が、最も低いものになっています。子どもたちの自己肯定感の低さからは､「自分なんて必要とされていない｣「自分は何をやってもダメ｣「何も自信がもてな
い」等の空虚感や満たされない思いが生まれてきます。その思いが､「いじめ」や「不登校」など様々な問題に繋がっていくことも考えられます。自己肯定感を育むためには、家庭・地域・学校が協力し、子どもたちが自分に
自信がもてるような教育になるよう取り組んでいくことが大切になってきます。

特集
自 己 肯 定 感 を 育 む自 己 肯 定 感 を 育 む自 己 肯 定 感 を 育 む

中学生は、どうだろう。平成19年度
は､「好き｣､「何となく好き」を合わせ
て、29.4％だったのが、平成23年度に
なると、25.7％とやっぱり低くなって
きている。
自分のことを肯定的にとらえている中
学生は、全体のほぼ1/4にまで減って
きているね。

高校生は、小学生や中学生程の低下は見
られませんが、やはり、平成19年度、
「好き｣､「何となく好き」と回答した生
徒は、30.3％だったのに比べて、平成23
年度になると、29.2％と、自分を肯定的
にみる生徒が減ってきています。

平成19年度は､「好き｣､「何となく好き」
を合わせて、50.4％になっているけど、平
成23年度になると、40％と、自分を好きな
子が、ずいぶん減ってきているね。
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そもそも自己肯定感とは、いったい何なので
しょうか？そして、子どもたちの自己肯定感を
育むには、どうしたらよいのでしょうか？

【自己肯定感】
自分のことが好きで
あるという感情

高

低

自分のできること、できない
ことなど、すべての要素を包
括した意味での「自分」を他
者との関わり合いを通して、
かけがえのない存在、価値の
ある存在として捉える気持ち

自分に対する評価を行う際に、
自分のよさを肯定的に認める
感情

５．自己実現の欲求

１．生理的欲求

４．承認・自尊の欲求

３．所属・愛情の欲求

２．安心・安全の欲求

自分の持っている能力・可能性を最大限に引き出し、創
造的活動をしたい、目標を達成したいという欲求

自分が集団から価値ある存在として認められ、尊重される
ことを求める欲求

人間が生きていくために最低限必要な欲求　食欲・排泄・睡眠など

誰にも脅かされることなく安全に安心して生活をしていきたいという欲求

集団に属したり、仲間から愛情を得たいという欲求

自己肯定感が発現する
ためには・・・。
低次の欲求がある程度
満たされないと、それ
よりも高次の欲求が発
現してきません。

欲求階層説（Maslow, A. W., 1954）
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私、将来○○に
なりたいんです。

「どうせお前がやったんだろ｡」
「やる気があるのか｡」
「○○するな｡」
「なぜ○○なんだ｡」

③一方的な叱責①決めつける
「それは、ちがうよ・・｡」
「この前も○○だったから、また、同
　じだろう｡」
「どうせ、できないだろう｡」
「また。おしゃべりして聞いてなかっ
　たんでしょ｡」
「正直に言いなさい｡」
「 前から、○○苦手だから・・・｡」

どうせ僕なんか
だめだし・・・。

勉強、わからな
い・・・。

②無関心
「あれ、いたのか。」・どうでもいい。
・生返事。視線を向けない。

④見て見ぬふり
・○○なんてやっ
　て当たり前だ。

③励ます

②可能性を広げる。

●すこやか親子さがみはら２１（相模原市母子保健計画）
●東京都教職員研修センター紀要H22第10号　
 「自信  やる気  確かな自我を育てるために」子供に自尊感情や自己肯定感を高める指導資料〔基礎編〕

「大丈夫だよ｡」
「応援してるよ｡」
「一緒に頑張ろう｡」

繰り返し与える適切なタイミング
適切な称賛

やる気・意欲
ＵＰ！

やる気・意欲
ＵＰ！

やる気・意欲
ＵＰ！

①良さを見つける
「○○が上手だね｡」
「○○が、とても良いところ
　だね｡」

そうか！
だんだんとわかっ
てきた。
たのしいなぁ。

「○○さんなら、できるよ｡」
「○○してみると良いよ｡」

⑤ほめる

④かかわる
「大丈夫？」
「何か心配事があるの？」
「カウンセラーさんにも
　相談してみると良いね｡」

よーし、今日
も、きれいに
するぞ

「よくがんばっているね｡」
「いつも○○してもらって
　助かっているよ。ありが
　とう｡」
「すごいなぁ。えらいね｡」

青少年相談センターからの提案です。こんな声かけ、増やしませんか？青少年相談センターからの提案です。こんな声かけ、増やしませんか？

【参考資料・引用文献】

子どもたちに対して、どのような対応が必要になってくるのでしょうか？
つい言ってしまいそうな言葉、態度に子ども達は敏感に反応します。
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「ほっとひとこま」 その57

学校の相談室では、
こんなほっとする時間が流れています

青少年教育カウンセラーさんがそっと教えてくれました

小・中・高校生や19歳以下の青少年の抱える悩み、心配事などを本人や保護者から直接電話で
お受けし、専門の相談員が一緒に考えます。（匿名での相談もお受けします。）
専用電話　042－755－2552　Eメール相談（24時間受付）yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp
受付時間　月曜日～金曜日　　午前 8：30～午後 9：00（祝日は除く）

ヤングテレホン相談

み ん な こ こ  にここに

一人で悩まず　まず相談！

　昨年はあまり小学１年生が相談室に遊びにくることはありま
せんでしたが、今年は2学期から昼休みに沢山遊びに来てく
れるようになりました。
　相談室には自由に使えるホワイトボードがあり、1年生たちは
それを使って「１＋１＝２」などと書いて先生ごっこをして楽しく
遊んでいます。彼らが教室で行われていることを再現している
姿をみると、「学校生活に慣れてきたのだな～」と感じ、つい
微笑ましくなってしまいます。彼らも1学期は、学校生活への期
待と不安で一杯だったはず。それが徐々に学校にも慣れ、校
内の行動範囲が広がった結果、相談室を見つけたのだと思
います。これからも週に１回、相談室という場所から彼らの成
長を見守っていきたいと思っています。　　（Ｋカウンセラー）

　学校の休み時間、相談室はとてもにぎやかで、子どもたち
の笑顔がたくさん飛び交います。相談室のイメージについて
たずねると、「相談する場所というより遊び場だった」という
話をよく聞きます。自分の悩みと向き合うこと、相手に気持ち
を打ち明けること、人に「相談する」ということは、時に辛く、
苦しくて、とても勇気のいることです。
　相談室では、言葉を介さずとも、豊かな表現方法で自分
の存在が尊重され、認められる体験を通じて、能動的に人と
関わる自信を獲得する過程を大切にしています。
　「あそこに行くと遊べる」という感覚から、緊張や不安のな
い自由でのびのびとした気分になれる感覚へと広がりをみ
せ、主体的な遊びが認められることを通して、少しずつ「相
談する力」を身につけていきます。
　この緩やかな過程に目を向けながら、温かく見守り、支え
になれるように、子どもたちの気持ちに寄り添っていけたらと
思っています。　　　　　　　　　　　（Ｒカウンセラー）

　相談指導教室では、多くの時間を通室生たちと過ごすた
め、一人一人が成長していく様子を身近に感じることができ
ます。
　例えば、これまで同学年だけで楽しみたいという気持ちの
強かった、ある3年生の男の子にリーダーを任せると、先輩ら
しく他の学年の子をまとめようと声をかけていました。また、あ
る女の子はアイドルに関心が全くないのに、友達と話がした
いために、アイドルの話題について自分から話を持ち出すな
ど、コミュニケーションを取る努力を始めていました。
　いろいろな活動、いろいろな人がいる中で、一人一人が
「こういう風に動いてみよう」「こんなことを言ってみよう」と試
行錯誤しながら成長していく様子には目を見張ります。そん
な子供たちを、陰ながら応援していきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａカウンセラー）

　私が担当している小学校では、毎週各クラスをまわって子
どもたちと一緒に給食を食べています。授業の様子を見て
いる時よりもクラスの輪の中に入っていくことができるため楽
しみな時間です。
　一緒に給食を食べていると、自分の好きなことを元気に
話しかけてくる子がいる一方で、チラチラとカウンセラーの様
子を伺っている子もいます。私の方から話しかけてみても頷
くだけで終わってしまい、どんな子なのか気になっていると、
元気な子たちが「○○さんは静かだけど、掃除が上手いんだ
よ」とその子のことを教えてくれました。それを聞いてその子も
嬉しそうにしています。
　クラスの中には元気な子も静かな子もいますが、お互いに
良いところを見つけ認め合っているのだと感じることができる
出来事でした。　　　　　　　　　　　（Ｍカウンセラー）

　相談指導教室から、毎日目にしている風景は、湖と折り重なるように見える山々です。緑、青、
赤、黄、白等、日々、目に映る色が変わり、季節と一体になって自然の変化を感じさせてくれる教室
です。それが日常の風景になってしまうと、当たり前のことと思い、季節の変化に目を向けることは、

できないものです。通って来ている生徒たちは、もちろん、自分の事を考えることが精いっぱいで、外に目が向かないようです。
　教室では、ゆったりと流れる時間の中で、植物とのふれあいや四季の変化を意図的に意識させる活動を行っています。春には
パンジー、夏にはサルビアの花を咲かせるため、種子から育てています。また、季節の掲示物では、折紙や画用紙で、時には木の
実を採ってきて、作品を仕上げています。現在は、ベランダに赤と紫のサルビアが咲き、窓には秋の収穫物がたわわになっている木
の作品が貼ってあります。
　これらの活動により、生徒たちが外に目を向け、自然に目を向け、様々なものに目を向け、豊かな心に育って欲しいと願うところです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相談指導教室「かつら」嘱託　河　内　　勝）

Ｅメール相談

日 日 草
にち にち そう
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